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(1) ， 1長岡和四良1:由布院温泉地帯の地温分布; 本誌、第 1谷第H虎，285頁。



























第 1 圃 ì!-~_~る 其配布は凶より甚古簡軍ではないが，平均的にはQが小なればT低く， Q
(3)， (4) i';'村.三i弔，隊.jI~ : . .1二~;tlji，~泉地域の地下i，~tI支の分布; till:!lll.慰詳論第7~き第5~産， 406真。
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G!'Il泉番放 474，474パ ，451，476、539，481の六日)， 560肘Gf，'!l泉得披 552，560，563，564，571，




。 10 E己 :函 亙る 一 一 ー-JtI 't¥() '，."‘・
589の六IJ)，1280群(視泉番競 1280，1283， 1284， 1289， 450ノ1，451ノ-1，-1;')1 J 1 J 1の 仁口〉
の三組の混泉群の (Q，T)rlb線で，桶限値を夫れ夫れ 630.5，55'.5， 5J'.OCと椴定する 斯様
にして別府全市に瓦り80個の泉底淵度を得之を各群の中心位置に記入し等調線を備きて第
3闘の泉底j毘度分ギli固な作製しすこω 是等;の結果(本既に昭子日 lUFの数皐物理撃舎年舎に報告
して置いナこ慮て‘ある 、 第 3 固によると高i~l部が三筋見 られ，其内でも iïff川筋が 牟番高いコ
(7) 別府mJiLの ~~Jj主j足度分両j; 日本数手物~~J}，合誌、第 1 0 t&~~ 2披.190頁，nl{干1十一年コ
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(e)秋葉中間等混型(第6圃の 7) (f )潰脇型(第6闘の 10，11) 






























40 60 80m. 深志
第 6 闘 の 2 ([UI線の端の数年11t.=.泉番披〉
2.島幸夏ル骨子方面














(3) 海門寺型:一 この型は宮地獄指I1枇 (No.970)の稿北方から現れて，野口径下り別
府韓出口の梢北方そ通り， i侮門寺公園を遁り別府郵便局裏を通り二傑館 (No.427)附近で
海に入る一線に沿うて現れる 特徴は
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第 6 園の 5
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(4) 海門寺 田の湯中間匡域:- r毎門寺服を遠かるに従ひ採湯瓶度低くなり分散的と
なる。

















第 6 幽り 6
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6.海岸降車型
















~:， 6 闘の 7
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Z秋葉中間等2主型































ある。こ aに示した内 No.l:z-tfiと No.1078が50米以浅で;念勾配に混度減じ最上層部の
渦度が他のものよりも苦しく 1Ii:いのは朝見川の伏流の影響であらう。 。
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番湧U~披口 I釣牒深度 針艇事項 I場1::1口 3Nf悠深度 ~H般事項 lZ叩|州番披
111 '" 217 101 採 1184 142 採 * (SH'，慢991 107 '1 434ノ9131-141 透ァJ(暦存在 "， A且'434.ノ12240-257 透7](暦存在
80 100 '1 434ノ7 w: 透71-J奇存在 434ノ1 237 J針 解
1184 98 1降師入n 138 ijJjアリ 1316 231 1也湿異欣降下
1 106 地if!呉欣降下 145 採 71- 239 '1 11 
1231 139 百品 角ヰ 43~ 232 ，SE3'厨:if正門寺脈附淫 11 
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560 i 120 ~ 採 7]( 間 |133 深水
，SH) 暦
'" 
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442 116 i '1 (SF')I奇・ 川 上 434ノ121 258 保水
349 112 I '1 1316 287 I '1 
1291' h55ニ1681透水居存在 434 1 ~69 1 '1 
'"探 71-
434ノ141 120 採* 1283 I 169 採 水434 ノ ;1 103~~101 ìti~]t暦存在 1289 1160-173透水府存在 j賓脇方面
434ノ11!108-115; ゲ 1256 I 172 深水 漬脇(A)層
'" 434 I 166 I地温異欽降下 1247 1 47 採湯
1256 112ー 131透水府存在
SG，SH麿 :海及鶴門寺水版圏以埋立北
1229 I 43 1 '1 
1315 I 111 透鳩F 1149 1 43 '1 地温異降下
1316 111 透*暦存在 (SG)暦 1227 I 47 異欺降i旦
1lI I 1225 44 '1 
SF居 433 182 採 71-
195-200i透水暦存在 演脇(B)暦434ノ9
(SFI)暦.永石通附近 I J采 7]t '" 1245 54 異欽降i~
m 1289 176ー 180透水居存在872 150 採 7]( il アリ 1088 49 '1 
878 142 '1 1315 178 採水 1139 51 採 i~Ji 
;'SF2 暦:中央海岸君子 434ノ8
190 採 7]( 1227 55 '/ 
一 一一一一 一 一 一
473 137n s i 保
rSG') 好 涜脇(C，暦
434ノ12! '" 429 137 '/ 201 }J~j 角4
331 148 '/ 484ノ10 212 ;i!jアリ 1078 64 異状降温
198 144 ろF ノy 206 角半 1088 61 採湯
之から概論すると田の湯脈に沿ひ地下30m及44mの層(A1及At)に始り，漸究束ci毎寄〉南
北に向ひ 55m(B)，73m(C)， 95m(D)， 120m(南部，E)及び 110m(SE3)内外を中心として
夫れ夫れ採湯謹水層がある。この内73m内外の分は秋葉中間等渦屠附近では用ゐられない。
そして北部は， 夫れより以深の分散域に向って雑多の透水層を順次用ゐて， jf，i門寺脈以北

































150 」一一一一一一一Jo 100岡 I. 
11. 北埋立北端から第1断面に略!ま直角に引いた断面で，採湯而(B)が等j脱線に21;:行す
る。温泉 No.342近傍でi綜門寺脈ぞ，No.275近傍で田の湯脈を切る。 NO.862の近くは
秋葉週中間等航暦を示して 45の線は上向するが 50以上は依然下向する。 8629i傍上居
( ~.1~ ) 
日IJ府向市内の地中i脱皮分布と温泉脈
に 45内外の地下水供給が考へられる :-:;，). 434のホー リ:.--;には大全い l'匪「約 3m!が
mゐられた。有力な上屠低imt流の千f.flを物語ゐ。
33 1 2 ~ ~ 
























No. 738の近くでた U一度目の湯版そきるc ;¥').787-819で-!()二・f)()の間隔がひらいて，
再びN以 872に向って集り等混線全韓も 1:ってくる。依てこの断面に沿うではヌO. 81~J カ・
らNo.872の方へri，]..;、流れは無し~ しかしNリ.872の方向に泉脈のないことは他の断面・か
ら判る。
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VII.別府揮の南部から楠湯に向って，一部聞の湯脈に浩司ふ断面である。 Xり :DS- . 18:~ 
の間等iKU奈が殆ど水平で、地面とzp:行な事が，¥.と同様の意味をもってゐる 3
出 1) 
別府P~mï何 (I~地中 it';l~度分。i と i~tJ長脈
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( 1 ) 聞の湯脈から左15に等協線が散開 し 同眠か らの流出生町f示す乙コ
(2 ) 騨前から斜下に低淵域があって， 1[1阻水が流れこん?ごやうな有様を示'L外の事






の低地域は狭められ， i毎門寺脈以北にも漸く 30'以上の等j胤線が進み， 1架くなるl二つれて北
:1; 8闘の 2. i俗画 F55m の地i~分布
(ヨコユ)
}]I!1荷鶴市内の地中海度分布と混泉}jIK:







以上の事か ら泉脈の耐側に於る i~L度配置として第 9 岡の如;汁票式を得る。 従て，


















れらは別論文に示す如く，化摩成分濃度分布等に依 り 悶明~ ~ Lゐ〉。そして川の湯臓が、長も
優勢で:'j~T:門寺脈の梢i4-îから松原通Ilf.tm:迄〆ど支，~それよ り南は涜脇眠によ (1 支へられふ
ì~f門寺脈は高視のものを湧出させゐ が， Flの湯脈よ (1i，.民力は弱い 而して川のj易3 海門
寺服の聞は，柄脈に刷iUa;i;支へられ， it土も県富な湧tP，域となってゐるoihl門寺脈以北は念






iうれ、新問題を噌示しつ.，既に新，ti域部の地湖調査も進行しつ A ある，後日 より成般なI也






口ぞもつ「開校泉脈」であっすこので岐に其の存化は知 られて居fこが，~Ji l 二 :長 今が海門寺
温泉阪とr.づけ る も のは自然活出のな し 、「隠~I，指泉脈 1で今回の調査611 冗によ り始めて{旅
認されたものである。
(σ10め) 1山1下諜}.別j刈リ刊耳府f，こ於Lげ?ろ地中irut鼠皮と3其E他1首測I!山則[IJリ定との比'較F絞企; 1~芯火f産






















の山蹴にt~)上がって[lJ))1-別販と ;I，j門寺服の存在t，t'暗示し，断而 I は泉服に沿うて引
いに断而の標本ケ奥へる もので~!F?~t線 ι立符地 1.<: ( こ .rri-に近く. [1 t 1ふも作らぬョ叉断
而Xはi賓脇の猫 J泉1阪をぶしてt~i ゐ一
5) 水平断面上の地温分布圃は更に一層確賓に別府三温泉販の所在と其の影響範園とを
明示するばかりでなく，低温水系の所在と其の性質量示して臭れるも例へば聞の湯脈
主海門寺脈との，'，聞に山の子・から流ドする野口水系や，旧のi易J抵のIH西部にある秋葉
中間fq;湖水流や，境川/えじ梢IJ川tit域の伏流冷水の影響守:がよく分る。
的別府温泉の地下構造 々以上の議事貰より是!像すれば，幾重にも重なつに透水屠lこ
別府内iji・1付の地中i民度分市とj脱水脈
~II手や朝見・境二川からの伏流によって極主をされる普通の地下水が2豊富にイバ1:する虚
に，i毎門寺・回の湯・渚脇の三つの裂日が此の地域のノJ~準地質構造線に'r1fに入ウて居
て，其の裂目の下部から熱湯或は州~~I~話が t昇し:各透水屠Hに柄側に分流し特に傑
カの多い1の湯脈fごけは地表まで白熱:湧出を作って開放泉服をなし，除カの少ないi毎
'門寺脈は塗11のj雲水居中に流出し諜くして地上に自然湧出金持fこない隠蔽泉脈となっ
て居るものと思はれる。市脇泉脈は明治初年まで・は開放泉脈て‘あつ?こが，現(1'(まlY微
して隠蔽泉脈に化してしまったっ
終~) l二本測定じ持心な援l)JをtIi!へられた瀬野錦破，lIn--ド二三良15，森永祭の三氏t二深く其
め好意ぞ謝する。
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